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表題 集束音場形成装置 
発明の概要・応用 本発明は，液体，気体，粉体などの流体を輸送する配管などへの接続を

容易とし，強力な超音波定在波音場を形成することが可能な超音波音源で

ある。流体に対して，強力な超音波定在波音場を作用させることにより，

煙霧質，微粒子など凝集並びに化学反応などの促進が可能である。 
従来，配管内部に超音波定在波音場を形成するためには，振動板を用い

た超音波音源を配管内部に設置する必要があった。そのため，配管と音源

の接続が音源の構造上困難であった。また，装置が大型となり，形成され

る音場も一様ではなかった。 
本発明の超音波音源は，軸対称振動モードの円筒形たわみ振動板におけ

る振動の節位置と剛壁を結合することにより，剛壁に配管を直接接続する

ことが出来る音源である。更に，音源により形成された空間には，強力な

音場を発生させることが可能である。これにより，従来技術と比較して配

管との接続が容易で効率のよい超音波音源を提供することが可能である。 
 

発明の特徴・効果 ・煙霧質，微粒子等の凝集 
・液滴の霧化 
・化学反応の促進 

現在は，27kHz の超音波音源であるが，高周波化することにより小型で

汎用性の高い超音波音源を提供することが可能になると考えられる。 
技術分野 機械・加工 電気・電子  
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